
プリオン蛋白の過剰発現はオートファ
ジーの活性化と細胞死をきたす 

解 説 
 

1. プリオン蛋白をHEK293T細胞に過剰発現させると、細胞死が起きるととも
に、オートファジーマーカーLC3が活性化される（図1、２）。 

2. RMLまたは22Lプリオン感染マウス脳内でもLC3が活性化されている（図
3）。 

3. 以上の結果は、プリオン蛋白の過剰発現はプリオンと同様にオートファ
ジーによる細胞死をもたらす可能性を示した。 
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図1：プリオン蛋白の過剰発現は細胞死を誘導する 
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図2：プリオン蛋白の過剰発現はオートファジーを 
   活性化する 
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図3：プリオンはオートファジーを 
   活性化する 
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